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凡
そ
日
本
佛
教
の
各
宗
派
中
、
暉
宗
と
密
教
ほ
ど
相
承
の
系
統
を
重
ん
ず
る
も
の
は
な
い
。
而
し
て
密
教
は
事
相

・
灌
頂
を
問
題
と
す
る

の
で
あ
る
が
、
、
暉
宗
は
傳
燈
嗣
承
を
重
ん
じ

一
師
か
ら
の
み
傳
法
を
許
さ
れ
、
二
系
の
法
を
餓
稟
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
庭
が
鎌
倉
時
代

よ
り
室
町
時
代
に
か
け
て
、
多
敷

の
人
宋
曾
、
又
は
來
朝
曾
に
よ
つ
て
傳
え
ら
れ
た
琿
宗
諸
派
は
、
そ
れ
み
＼
そ
れ
等
多
数
の
信
侶
を
派
租

と
し
て
各
々
別
派
を
な
し
て
嗣
法
相
承
さ
れ
、
多
く
の
門
派
塞

じ
た
・
世
上
に
二
+
四
流

.
四
+
山勧

と
い
わ
れ
る
も
の
が

こ

れ

で

あ

る
。
申
世
の
輝
宗
寺
院
の
制
度
は
、
中
國
の
影
響
を
受
け
て
、
武
家
邸
ち
幕
府
の
庇
護
に
よ

つ
て
官
寺
と
な
り
・
+
方
籍

の
制
卿
を
と
つ

た
寺
院
と
、
公
家
階
級
の
外
護
に
よ
つ
て

一
流
相
承
の
制
度
を
と
つ
た
、
二
つ
の
寺
院
形
態
が
あ
る
。
因
に
十
方
住
持
制
度
に
よ
る
寺
院
を

十
方
刹
と
い
い
、

一
流
相
承
印
ち
甲
乙
住
持
に
よ
る
寺
院
を
度
弟
院
と
い
う
。

日
本
の
佛
教
の
諸
宗
と
難
も
、
奈
良
時
代
の
大
寺
の
制
度
に
於
て
は

一
寺
に
特
定
の
宗
派
な
く
、
丁
度
こ
の
十
方
住
持
制
度
に
相
當
す
べ

き
も
の
で
あ
つ
た
が
、
布
安
時
代
以
後
、
各
寺
が

一
定
の
宗
に
属
す
る
に
到
り
、
更
に
同
宗
内
で
も
特
定
の

一
流
の
み
に
相
承
さ
れ
る
状
態
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、
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
暉
宗
と
共
に
將
來
さ
れ
た
こ
の
十
方
住
持
制
度
は
、
最
初
人
材
登
用
の
趣
旨
で
あ
る
に
も
＼
は
ら
ず
室

町
時
代
に
入
る
と
、
幕
府
が
或
る
特
定
の

一
派
の
み
に
偏
重
し
た
こ
と
、
、
任
命
さ
れ
た
住
持
は
寺
院
の
興
慶
を
度
外
視
し
て
、
自
己
の
榮

達
利
養
を
心
掛
け
る
様
に
な
り
。
徒
ら
に
官
僚
主
義
悪
弊
の
巣
窟
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
庭
が

一
方
、

一
流
相
承
を
護
持
し
た
寺
院
は
、
幾

度
か
の
幕
府
の
揮
墜
に
も
、
は
た
又
磨
仁
の
大
齪
に
も
、
愛
山
護
法
の
念
を
堅
持
し
て
、
開
創
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
遺
訓
を
守
り
、
江
戸
時

代
以
後
そ
の
法
流
を
日
本
輝
宗
に
傳
燈
嗣
承
し
て
、
今
日
な
お
暉
宗
の
法
燈
を
か
、
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

 

輝
宗
の
傳
來
當
初
、
壽
福
寺
、
建
仁
寺
、
長
樂
寺
等
明
庵
榮
西
に
よ
つ
て
開
創
さ
れ
た
諸
寺
は
教
輝
双
修
の
態
度
に
よ
る
故
に
、
黄
龍
派

の
揮
の
法
流
と
共
に
、
特
に
台
密
の
葉
上
流
の
血
脈
を
傳
え
る
系
統
と
し
て

一
流
相
承
で
あ
つ
た
が
、
そ
れ
が
鎌
倉
中
期
以
後
、
是
等
を
管

領
す
る
檀
越
た
る
鎌
倉
武
家
の
意
志
に
よ
り
次
第
に
密
教
的
色
彩
が
脱
却
す
る
と
十
方
住
持
の
制
度
を
と
り
入
れ
る
様
に
な
つ
北
。
と
こ
ろ

で
建
長

・
圓
畳
寺
に
は
相
織
い
で
南
宋
の
來
朝
櫓
を
住
せ
し
め
た
。
北
條
時
宗
は
既
に
蘭
漢
道
隆

・
大
休
正
念
寺
の
宋
檜
が
在
世
中
に
も
拘

ら
ず
、

弘
安
元
年

(
一
二
七
八
)
十
二
月
に
無
及
徳
詮

・
宗
英
の
二
人
を
南
宋
に
遣
し
て
無
學
祀
元
を
請
じ
、
「
時
宗
留
意
宗
乗
、

積
有
年

序
、
建
螢
梵
苑
、
安
止
維
流
、
但
時
宗
毎
憶
、
樹
有
其
根
、
水
有
其
源
、
是
以
欲
請
宋
朝
名
勝
、
助
行
此
道
、
煩
詮
英
二
兄
、
莫
揮
鯨
波
瞼

③

阻
、
誘
引
俊
傑
、
蹄
來
本
國
爲
望
而
巳
、
不
宣
」
と
、
こ
れ
は
明
か
に
十
方
よ
り
人
材
を
求
め
て
輝
寺
に
住
せ
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

り
、
時
宗
以
後
暉
寺
に
十
方
住
持
制
度
を
採
用
し
よ
う
と
し
た
意
圖
を
充
分
に
知
る
こ
と
が
出
來
る
。

而
し
て
東
輻
寺
に
於
て
は
圓
爾
辮
圓
が
弘
安
三
年

(
一
二
七
八
)
六
月

一
日
の
東
幅
寺
壁
書
に

(辮
圓
は
弘
安
三
年
十
月
十
七
日
に
示
寂

し
て
い
る
)
東
頑
寺
、
承
天
寺
、
崇
輻
寺
、
水
上
萬
壽
寺
の
各
寺
に
規
範
八
ケ
條
を
掟
制
し
、
特
に
東
福
寺
住
持
は
圓
爾
の

一
派
を
嚴
守
せ

し
め
て
い
る
。
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東

頑
寺

條

々
事

一
、

公

家

、
關

東

御

所

濤

如

二
日
來

一不

ン
可

γ
有

二
退
轄

一。

一
、

本

願

御

家
門

御

所

疇

不

γ
可

γ
有

一一退
轄

一。

一
、

圓

爾

、

以

二
佛

鑑

暉
師

叢

林

規

式

一
一
期

遵
一一行

之

一人

永

不

γ
可

γ有

一一退
轄

一　

。

一
、

東

輻

寺

長

老
職

事

、

圓
爾

門

徒

中
、

計

三
器
量

人

一代

々
可

=
譲

與

一也

。

一
、

聖

教

法

衣
等

安

=
置

普

門

院

並
常

樂

庵

一、

不

γ
可

γ出

一
子

他
所

一　

。

一
、

承

天

寺
者

我

法

房

也
、

一
期

以

後
、

曉

首

座

可

γ
傅

=
領

寺

務

一　

。

一
、

崇

輻
寺

事

佛

鑑

暉

師
門

下

初

折
侍

者

入

院

(
住

二乎

江
府

定

慧
寺

一)

次

圓

爾

蹄

朝

可

レ令

γ
弘

二
通

輝
法

一
之
由

頻

受

γ
命

、

価

暉
師

自

書

一一崇

輻

寺

之

額
字

一被

γ
授

γ
之

、

爾

間
、

蹄

朝

最

前
、

申

=
下
勅

願

宣

旨

一畢
、

而

櫓

齊

料
所

依

レ
無

レ
之
、

少

郷

(
絶
賢

朝

臣
)

當

時

爲

二
檀

那

扶

二

持

之
、

云

々
、

何
後

依

一一違

事

出
來

之
時

一者
、

東

輻

寺

殊

可

γ有

二
其

沙
汰

一者

也
、

一
、

水

上

山
萬

壽

寺

者
、

圓

爾

錦

朝

以
後

、

第

二
開

山
之

寺

也
、

檀

那

婦

依

寄

=
進

山
林

田
薗
等

一、

錐

レ譲

=
補

長

老
職

於

覧

輝
房

一彼

逝

去

之
後

、

以

一一門

弟

一補

γ
之
、

彼

寺
何

後

可

γ爲

二
干

東

頑
寺

沙

汰

也

。

弘
安
三
年
六
月
百

東
幅
寺
住
持

圓
璽

謡

)

と
あ
る
。
教
輝
兼
修
の
寺
院
で
あ
り
な
が
ら
も
、

こ
の
遺
訓
を
堅
持
し
て
、

の
ち
五
山
に
列
し
て
も

一
流
相
承
を

譲
ら
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
建
武
二
年

(
二
ご
三
五
)
に
五
山
の
列
位
を
改
め
よ
う
と
し
た
。
そ
の
時
或
る
者
が
朝
廷
に
奏
し
て
、
東
頑
寺
は
藤
原
氏
の
墳

寺

に
し
て
聖

一
派
の
み
が
そ
の
住
持
を

一
派
濁
占
す
る
が
故
に
、
五
山
よ
り
除
か
ん
と
し
た
事
が
あ
る
。

慧
日
規
箴
。
建
武
二
年
乙
亥
五
月
。
或
乙護
下奏
γ朝
以
斥
二東
幅
一五
山
居
車
其
末
上
者
甲、
關
師
與
二墜
峰
南
山
一趨
朝
強
奏
云
々
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と
あ
る
。
つ
ま
り
時
の
東
幅
寺
住
持
で
あ
つ
た
箋
峰
宗
源
が
南
山
士
雲
及
び
虎
關
師
錬
を
起
た
し
め
て
、
後
醍
醐
天
皇
に
封
し
、
極
力
そ
の

説
の
非
な
る
こ
と
を
奏
聞
し
た
の
で
、

漸
く
に
し
て
事
な
き
を
得
て
、

五
山
第
二
位
に
と
団
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

(
こ
の
事
件
の
資
料
は
海

藏
和
筒
紀
年
録
に
も
あ
る
。)
而
レ
爾
後
こ
れ
が
先
例
と
な
り
、

官
寺
は
す
べ
て
十
方
住
持
制
度
を
と
る
べ
き
で
あ
る
の
に

一
流
相
承
の
寺

院
と
し
て
の
面
目
を
保

つ
た
庭
に
十
方
住
持
の
制
度
は
徹
底
を
欠
く
結
果
と
な
つ
た
。

次
い
で
鷹
燈
關
の

一
流
を
織
ぐ
大
徳
寺
で
あ
る
。
開
山
宗
峰
妙
超
は
後
醍
醐
天
皇
の
鋸
依
に
よ
つ
て
、
か
の
有
名
な
御
置
文
が
元
弘
三
年

(
二
二
三
三
)
八
月
二
十
四
日
に
下
さ
れ
、
更
に
建
武
四
年

(
二
三
二
七
)
八
月
廿
六
日
の
花
園
上
皇
御
置
文
が
あ

る
。

○
後
醍
醐
天
皇
御
置
文

大
徳
暉
寺
者
、
宜
下爲
二
本
朝
無
隻
之
琿
苑
'、
安
一一棲
千
象
一、
令
γ祝
申
萬
年
上
、
門
弟
相
承
、
不
γ詳
二他
門

住
一、
不
二是
偏
狡
之
情
一爲
γ重
=法
流
一、
殊
染
二廣
翰

一、
胎
三言
於
龍
華
一耳
。

元
弘
三
年
八
月
廿
日
。

宗
峰
國
師
輝
室
。

○
花
園
上
皇
御
置
文
。

大
徳
縄
寺
者
、
特
稟
=曹
漢
之
正
脈
一、
專
煽
=少
林
之
遺
風
一、
建
斯
叢
林
之
矩
範
者
欺
。
宜
下
比
二
暉
苑
於

劫
石
一、
傳
法
席
於
龍
華
上
。

一
流
相
承
、
他
門
勿
γ住
、
量
是
縦
二人
我
之
情
一乎
、
宗
派
別
=浬
潤
一之
故
也
、

垂
二嚴
誠
於
將
來
一、

勿
敢

違
失
一　
。
建
武
四
年
八
月
二
十
六
日

興
暉
大
燈
國
師
灘
室

と
あ
る
。
宗
峰
妙
超
の

一
派
が

一
流
相
承
し
て
他
門
の
住
す
る
を
許
さ
な
い
の
が
寺
法
と
な
つ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
建
武
中
興
の
際
、
五

山
の

一
に
列
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

○
龍
寳
山
大
徳
暉
寺
者
、
可
γ爲
一一五
山
之
其

一
一、
可
γ被
一一存
知
=者
、
天
氣
如
γ此
傍
執
達
如
件

元
弘
三
年
十
月

一
日

宗
峰
上
人
暉
室

式
部
少
輔
判

○
大
徳
暉
寺
者
、
聖
運
廓
開
之
嘉
城
、
南
宗
軍
傳
之
深
場
也
。

修
宇
起
一一叡
惰
一、

儀
式
超
一一租
跡
一宜
下
相
二並
南
輝
第

∵
之
上
刹
'、

奉
レ

所
二聖
躬
億
兆
之
寳
位
一者
、
天
氣
如
此
、
傍
執
達
如
件
。

元
弘
四
年
正
月
廿
八
日

宗
峰
長
老
輝
室

左
衛
門
椹
佐
剣
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と
あ
る
。
元
弘
三
年

(
一
三
三
三
)
十
月
に
つ
団
い
て
翌
元
弘
四
年

(
一
三
三
四
)
正
月
に
は
五
山
之
上
の
南
暉
第

一
の
上
刹
と
相
並
ん
で

五
山
の
首
位
に
迄
昇
格
し
た
の
で
あ
る
。
而
し

一
流
相
承
な
る
が
故
に
五
山
の
位
に
は
列
し
て
は
お
ら
ず
、
至
徳
三
年

(
=
ご
八
六
)
に
は

十
刹
の
九
位
に
加

つ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
龍
寳
山
誌
に
よ
れ
ば
、

至
徳
三
年
七
月
、
將
軍
奏
レ朝
、
於
二京
都
鎌
倉
一立
二
五
山
十
刹
一、
以
=南
琿
寺
一爲
二
五
山
之
上
一、
時
大
徳
寺
既
三
暴
師
十
刹
之
第
九
位
一。

と
あ
る
。
し
か
し
住
持
は
十
方
諸
派
よ
り
任
ぜ
ら
れ
て
は
い
な
し
、
南
朝

・
北
朝
の
遺
勅
通
り
、
宗
峰
妙
超

一
派
の
み
よ
り
任
ぜ
ら
れ
て
も

い
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
磨
燈
關
の

一
流
と
し
て
の

一
流
相
承
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
徳
寺
十
八
世
東
源
宗
漸

・
二
十

一
世

香
林
宗
藺

.
二
十
五
世
樗
庵
性
才
等
は
い
つ
れ
も

宗
峰
派
下
で
は
な
く
、

宗
峰
の
師
南
浦
紹
明

(大
鷹
國
師
)
の
法
嗣
で
、

そ
れ
ぐ

可

翁
宗
然

.
峰
翁
租

一
.
通
翁
鏡
圓
の
法
孫
で
あ
る
。
こ
れ
は
至
徳
三
年

(
二
二
八
六
)
に
十
刹
に
加

つ
て
居
り
そ
れ
以
後
は
、
他
の
五
山
・十

刹
同
様
、
幕
府
の
住
持
任
命
の
た
め
に
宗
峰
門
下
以
外
の
住
持
と
な
つ
た
も
の
ら
し
い
。
そ
れ
は

「南
暉
寺
蕾
記
下
」
に
香
林
宗
藺
の
公
帖

よ
り
推
察
出
來
る
。

勝
定
院
殿
公
文

大
徳
寺
住
持
職
事
、
任
先
例
可
被
執
務
之
状
如
件
。

慮
永
廿
八
年
正
月
廿
六
日

宗
藺
西
堂

從

一
位
御
剣

大
上
包
宗
藺
西
堂

從

一
位
御
鋼

右
至
此
時
代
、
依
爲
十
刹
、
以
西
堂
住
持
如
此
。

と
あ
る
。

幕
府
は
十
刹
で
あ
る
以
上
、

十
方
住
持
の
制
度
を
大
徳
寺
に
は
主
張
し
た
の
で
あ
ら
う
。

而
し
永
享
三
年

(
一
四
三

一
)
に

り
、
大
徳
寺
の
當
事
者
は
南
北
爾
朝
の
遺
勅
及
び
開
山
宗
峰
妙
超
の
遺
訓
を
忘
れ
ず
、
同
寺
住
持
を
宗
峰

一
派
の
相
承
に
し
よ
う
と
し
て
、

十
刹
の
位
を
捨
て
ん
事
を
幕
府
に
請
う
て
許
さ
れ
、

一
流
相
承
と
な
つ
て
、

幕
府
の
住
持
任
冤
の
十
方
住
持
制
度
よ

り
脱
却
し

た
の
で
あ

る
。

む

む

む

更
に
磨
燈
關
の

一
流
と
い
わ
れ
る
の
は
南
浦
紹
明

(大
鷹
國
師
)

宗
峰
妙
超

(大
燈
國
師
)

關
山
慧
玄

(無
相
大
師
)
と
次
第
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す
る
關
山
慧
玄
は
妙
心
寺
開
山
で
あ
っ
て
、
こ
の
關
山

一
流
こ
そ
、
現
代
迄

一
流
相
承
し
て
純

一
に
傳
燈
嗣
承
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
妙
心

寺
開
創
に
當
り
、

花
園
法
皇
は
晩
年
に
、

松
源

一
流
の
再
興
と
妙
心
寺
造
螢
の
事
を
鞍
念
さ
れ
貞
和
三
年

(
一
三
四
七
)

七
月
二
十
二
日

「
牲
年
の
廣
翰
」
を
賜
り
た
の
で
あ
る
。

牲
年
、
在
先
師
大
澄
國
師
所
、
於
此

一
段
事
、
得
休
漱
、
特
傳
持
衣
鉢
之
後
、
報
恩
謝
徳
之
後
、
興
隆
佛
法
之
志
、
繕
寝
無
忘
、
而
心
事

依
違
干
今
、
未
途
其
願
、
頃
年
病
痢
纒
牽
且
夕
難
期
、

空
填
溝
堅
者
、

永
劫
之
恨
何
事
如
之
、

働

一
流
再
興
井
妙
心
寺
造
螢
以
下
事
申

置
、
仙
洞
之
子
細
在
之
、
縦
過

一
瞬
必
可
漏
李
生
之
志
、
門
徒
之
中
其
仁
不
在
佗
、
廻
遠
慮
可
被
果
興
隆
之
願
、
故
遺
鳥
跡
述
蓄
懐
者
也

貞
和
三
年
七
月
廿
二
日

御
剣

關
山
上
人
輝
室

と
あ
る
。
花
園
法
皇
は
大
徳
寺
は
又
妙
心
寺
に
於
て

一
流
相
承
の
念
願
を
申
置
か
れ
た
。
時
恰
も
南
朝

・
北
朝
の
軋
礫
愈
々
加
は
り
兵
齪
相

次
い
で
起

つ
て
居
り
、
大
徳
寺
に
於
て
は
、
後
醍
醐

(南
朝
)

・
花
園

(北
朝
)
爾
帝
の
統

一
へ
の
念
願
を
か
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
又
妙

心
寺
に
於
て
は
花
園
上
皇
は
特
に
關
山
の

一
派
の
み
よ
る
相
承
を
、
又
幕
府
の
十
方
住
持
と
い
う
寺
院
政
策
の
反
動

と
し
て
念
願
が
申
置
か

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

先
き
に
東
輻
寺
は

一
流
相
承
印
ち
度
弟
院
で
あ
り
乍
ら
五
山
に
列
す
る
例
外
を
認
め
ら
れ
、
又
大
徳
寺
は
自
ら
の
度
弟
院
主
義
を
護
持
せ

ん
と
し
て
、

つ
い
に
十
刹
位
の
榮
巷
を
捨
て
、
し
ま
つ
た
が
、
同
じ
く
十
刹
た
る
臨
川
寺
に
鉗
し
て
室
町
幕
府
は
寛
大
な
取
扱
い
を
し
て
い

る
。

臨
川
寺
は
建
武
二
年

(
=
三
二
五
)
十
月
に
後
醍
醐
天
皇
の
震
翰
に
、
『慮
γ令
夢
窓
國
師
一爲
申
璽
繕
山
臨
川
繹
寺
開
山
上
事
、

右
當
寺

者

(中
略
)
i

宣
恢
二弘
臨
濟
輝
師
之
宗
風
一、

令
下
稟
=承
臨
川
暉
寺
之
法
流
一以
門
葉
相
績
至
申
龍
華
三
會
上
而
己
』

ど
あ
り
、

一
流

相
承
し
て
護
持
せ
ん
こ
と
を
念
願
と
さ
れ
た
が
、
夢
窓
國
師
晩
年
の
臨
川
家
訓
に
は

『本
寺
住
持
、

不
γ可
三妄
請
=
三
會
院
塔
主
一、

興
=門

弟
宿
老
一、
相
共
商
量
、
選
其
器
以
任
γ之
、
門
弟
申
無
二其
器
一、
則
請
=他
門
名
勝
一亦
可
也
、
莫
γ倣
=尋
常
度
弟
院
之
式
一突
。』
と
あ
り
十

方
住
持
と
し

一
流
相
承
を
否
定
し
他
門
の
名
勝
を
任
ず
様
申
し
て
い
る
。
そ
の
御
敬
書
に
、
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嵯
峨
臨
川
寺
事
。

後
醍
醐
院
勅
願
、
開
山
國
師
寂
場
、

輝
宗
再
興
之
聖
跡
、

君
臣
蹄
依
之
梵
宇
、

信
仰
異
他
、

働
錐
爲
徒
弟

院
、
任
東
幅
寺
之
先
例
、
可
准
十
刹
列
之
由
被
仰
門
徒
了
、
存
其
旨
可
被
執
務
之
状
如
件

文
和
三
年

(
一
三
五
四
)
正
月
廿
六
日

當
寺
長
老

左
中
將

(花
押
)

と
あ
る
。
印
ち
東
幅
寺
の
先
例
が
あ
る
故
に
、
度
弟
院
で
あ
つ
て
も
十
刹
に
列
す
る
例
外
を
許
容
す
る
の
で
あ
る
。
弦
に
幕
府
の
官
刹
に
樹

す
る
十
方
住
持
主
義
が
弛
緩
し
て
來
た
こ
と
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
永
和
三
年

(
=
二
七
七
)
八
月
臨
川
寺
を
五
山
に
列
せ
し
め
よ

う
と
し
た
際
、

五
山
に
陞
位
さ
れ
、
ば
十
方
刹
た
ら
し
め
ぎ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ

ら

う
。

夢
窓
門
下
の
古
剣
妙
快
以
下
が
極
力
反
封

し
、
幕
府
に
朋
窯
を
組
ん
で
強
請
し
、
そ
の
沙
汰
を
止
め
し
た
事
件
が
あ
る
。
了
幻
集
の
臨
川
寺
訴
状
に

(上
略
)
手
書
寺
所
當
行
之
規
制
、
自
日
臨
川
家
訓
、
藏
在
干
三
會
塔
、
弦
本
寺
衆
不
量
議
、
反
求
列
干
五
山
之
班
、
既
新
法
堂
、
象
容

介
衆
、
遽
忘
先
訓
之
責
、
終
昧
自
己
之
心
、

門
下
縦
令
得
有
名
位
之
長
老
、

是
所
謂
扶
宗
來
報
佛
恩
者
鰍
、

未
易
知
也
、

矧
乎
寺
改
薔

観
、
櫓
陥
今
時
、
道
業
日
日
慶
、
魔
寧
時
々
興
、
名
是
而
實
非
浅
損
盆
果
何
如
、
法
運
固
季
　
。
少
室
正
愈
、
若

一
縷
之
懸
千
斤
、
未
印

断
者
、
時
容
坐
覗
哉
、
投
訴
於
大
檀
越
之
前
、
切
翼
釣
旨
、
委
下
公
愚
、
復
遷
本
寺
於
諸
山
之
位
、
安
百
員
侶
於
枯
木
堂
中
、
以
堅
密
道

力
、
毎
日
鞭
策
、
光
揚
先
縦
、
激
進
後
輩
、
則
法
燈
得
再
績
、
祀
風
行
可
追
突
、
唯
大
檀
越
、
高
明
察
鑑
、
途
此
誠
請
、
某
懇
訴
所
以
、

伏
乞
哀
念
、
謹
言
。
永
和
戊
午
四
月
日
。

(こ
の
外
に
空
華
日
用
工
夫
略
集
に
も
こ
の
事
件
に
關
す
る
記
事
が
あ
る
が
、
今
は
古
創
妙
快
著
の
了
幻
集
を
と
つ
た
。)

と
あ
る
。
つ
ま
り
度
弟
院
を
改
め
て
十
方
刹
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
よ
り
來
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
臨
川
寺
と
共
に
相
國
寺
は
夢
窓
派
の
度
弟
院
と
な
つ
た

一
件
が
あ
る
。
先
き
に
天
龍
寺
を
建
立
し
、
之
を
五
山
に
列
し
て
十
方
住
持

制
度
を
採
用
し
た
。
そ
の
後
相
國
寺
を
建
立
し
て
、
又
十
方
住
持
制
度
を
布
い
た
。
勘
請
開
山
に
夢
窓
疎
石

・
春
屋
妙
臨

(
二
世
)
・
空
谷
明

慮

(
三
世
)
・
太
清
宗
潤

(四
世

・
一
山
派
)
・
雲
漢
支
山

(五
世

・
一
山
派
)
と
明
ら
か
に
十
方
刹
の
様
相
を
呈
し
た
。
し
か
る
に
六
世
絹
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海
中
津
が
住
ん
す
る
に
及
ん
で
、
『
再
住
廣
照
國
師

(紹
海
中
津
)

・
懸
永
四
年
丁
丑
二
月
廿
八
日
入
寺
、
奉
公
命
始
爲
門
徒
寺
』
、
と
扶
桑

五
山
記

(巻
四
、
山
城
州
萬
年
山
相
國
承
天
暉
寺
、
住
持
位
次
)
に
出
て
い
る
。

つ
ま
り
夢
窓
門
下
の
縄
海
申
津
以
後
度
弟
院
と
な
っ
て

一

流
相
承
を
許
し
た
の
で
あ
る
,
臨
川
寺
と
い
＼
相
國
寺
と
い
㌧
、
室
町
幕
府
は
夢
窓
派
に
封
し
て
は
寛
大
で
あ

つ
た
ら
し
い
。
又
他
方
十
方

住
持
に
つ
い
て
は
、
先
づ
代
表
さ
れ
る
も
の
と
し
て
五
山
之
上
の
南
暉
寺
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。
南
輝
寺
は
轟
山
上
皇
の
鯖
依
に
よ
り

離
宮
を
改
め
て
暉
刹
と
し
、
永
仁
七
年

(
一
二
九
九
)
三
月
、
「輝
林
寺
起
願
事
」
を
宣
下
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、

長
老
職
事

選
下
器
量
卓
抜
、
才
智
聯
全
而
佛
法
爲
=重
捲
一勤
行
爲
二志
郎
一之
仁
上、
可
=補
任
一者
也
、
佛
日
壇
輝
、
法
輪
常
轄
而
己
、

信
者
不
下必
以
一一貴
人
一爲
上
γ尊
、
乃
至
錐
二吾
子
孫
一不
γ可
一一以
γ勢
住
持
一恐
爲
二傷
γ風
敗
γ数
之
端
、
深
属
、
深
属
。

と
純
梓
に
十
住
持
制
度
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
十
方
住
持
制
度
は
鎌
倉

・
室
町
幕
府
の
政
策
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
武
士
階
級
の
輝
寺
の
十

方
住
持
政
策
で
あ
る
。
そ
れ
忙
鉗
し
公
家
階
級
の

一
流
相
承
と
封
立
し
、
室
町
期
に
至

つ
て
、
幕
府
の
公
家
化
と
し
て
十
方
住
持
を
堅
持
し

得
ず

一
流
相
承
を
許
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
而
し
皇
室
に
於
け
る
十
方
住
持
制
度
は
見
逃
す
こ
と
は
出
來
な
い
。

こ
の
様
に

一
流
相
承
が
鎌
倉

.
室
町
爾
期
を
通
じ
て
幕
府
五
山
十
刹

へ
の
十
方
住
持
に
封
し
て
も
問
題
を
起
し
て
い
る
輝
宗
寺
院
は
輝
宗

本
來
の
面
目
で
あ
る
。
傳
燈
嗣
承
こ
そ
、
そ
の
生
命
ど
な
つ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
出
爽
し
た
も
の
で
あ
る
。

註
321

荻
須
純
道
氏

「
日
本
揮
宗

二
十

四
流
史
傳
考
」

日
本
佛
教
學
會
年
報
昭
和
三
十

一
年
三
月
参
照

玉
村
竹

二
氏

「
五
山
叢
林

の
十
方
住
持
制
度
に
就

い
て
」

日
本
佛
教
史
學
第

二
巻

ノ

舶
参
照

圓
寛
寺
文
書


